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京都大学 博士（ 工 学 ） 氏名  林  厳 
論文題目 
 
  GFRP部材の構造特性評価及び GFRP橋梁の合理化設計への適用 
 
（論文内容の要旨） 
本論文は、FRP 材料の土木構造物への適用範囲を広げるための課題である「 FRP 部材
の性能評価」，「FRP 橋梁の合理的設計」に関する基礎データベースの構築を目指して、
FRP 材料の機械的性質ならびに FRP 部材の構造性能の変動特性を明らかにし、FRP 橋梁
の更なる普及を実現しようとするものであって、８章からなっている。  
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 第６章では、GFRP 歩道トラス橋に対して、FE 構造解析モデルの構築法および動的応






結果に近い構造特性を再現する FE 構造解析モデルの構築ができることを示している。 
 
 第７章では、GFRP 歩道トラス橋の FE 構造解析モデルの精度改善方法について検討し
ている。ここでは、振動計測における観測情報と数値シミュレーションを組み合わせ、
FE 構造解析モデルの再現性を高めるデータ同化手法の適用性を検証している。







らびに GFRP 部材の構造性能の変動特性に基づく GFRP 歩道橋の合理化設計を明らかにし
たうえで、FRP 部材および FRP 橋梁の普及・活用の将来展望について取りまとめている。 
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（続紙 ２ ） 
 
氏 名 林  厳 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、FRP 材料の土木構造物への適用範囲を広げるための課題である「 FRP 部材
の性能評価」，「FRP 橋梁の合理的設計」の基礎データベース構築を目指して、FRP 材の



















次・2 次）、鉛直振動モード（1 次・2 次）、ねじれモードが卓越することを示すとともに
四季の気温変化により鉛直振動性状が大きく影響されるが、水平振動性はそれほどでな
いことを示している。第６章では、 GFRP 歩道トラス橋に対して，GFRP 部材間のステン
レス連結板を用いた接合構造、支持構造のモデル化を検証するために FE 構造解析モデ
ルの構築法および動的応答解析に関して検討し、第７章では、 Cross-Entropy (CE) 法
を用いたデータ同化手法により実振動計測結果に基づいて FE 構造解析モデルの精度改
善を試みている。第８章は結論であり、本論文で得られた成果について要約し、 GFRP
材の機械的性質ならびに GFRP 部材の構造性能の変動特性に基づく GFRP 歩道橋の合理化
設計を検討し、FRP 部材および FRP 橋梁の普及・活用の将来展望について述べている。  
 以上、本論文は、GFRP 部材の構造特性を示すとともに、 GFRP 歩道橋の合理化設計に
貢献することにより、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は
博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、令和元年 8 月 19 日、論
文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基
準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
 
 
